
健康寿命とは、病気や介護などの健康上の理由で日常生活が制限なく生活できる期間のことをいいます

1-1 健康寿命とは

1-2 札幌市の平均寿命と健康寿命（2019 年時点）

1-3 医療・介護などの高齢者予算の推移

札幌市は､健康寿命と平均寿命の差が他都市や全国平均に比べ大きく、ここを延ばしていく必要があります

医療や介護を含む札幌市の高齢者関係予算は、年々増加しています
この増加分は保険料や税金で賄われますが、この増加傾向を抑えなければなりません
健康寿命の長い他都市では、要介護認定率が低い傾向にあります
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2369億円に

1-4 （仮称）健康アプリの取組 (令和8年4月リリース予定)

ここを
延ばしたい

出典：平均寿命は令和３年札幌市衛生年報、健康寿命は厚生労働科学研究「大都市の健康寿命（2010～2019年）」
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健康寿命の延伸に向けた取組と敬老パス制度の見直しについては市民から様々な意見が寄せられました
5,000件を超える意見では不安の声も多く、誰もが安心して利用できる仕組みを検討しました

現行の敬老パス制度を
見直してでも
残してほしい

スマホやアプリの利用に不安がある

敬老パス制度の
財源が問題なら

それを明らかにするべき

制度を支える世代の
負担にも配慮してほしい

健康増進には
もっと早いうちから
取り組むべき

限りある財源を
若い世代にも向けてほしい

1-5 市民から寄せられた意見

札幌市にお住まいの40歳以上の方が事業の対象
日々の活動や事業効果を「見える化」できるアプリでの運用に特化

スマートフォンで事業参加

P 日々の健康づくりでポイント獲得

アプリを活用して、健康増進に効果的な
「健康管理」、「歩くこと」、「人と会うこと」につながる活動を行う

貯めたポイントは電子マネーや抽選へ

貯めたポイントは電子マネーに交換して、公共交通機関
（JR・タクシーを含む）や買い物に利用また、抽選への参加も可能

・40歳～64歳

・65歳以上で敬老パスの交付を受けていない方

抽選

電子マネー

健康寿命延伸に向けた取組のひとつとして「（仮称）健康アプリ」を導入します
「楽しみながら自然に健康づくり」「健康づくりでポイント獲得」をコンセプトに、市民の健康を支えます

敬老パス制度と目指す方向は変わりません



70 歳以上の市民が対象

1,000円から17,000円の自己負担で10,000円から70,000円のポイントチャージ

市内の公共交通機関（地下鉄、市電、バス）で利用可能。

2-1 敬老優待乗車証制度（敬老パス）について 2-3 敬老パス制度の1人あたり負担

年代別人口割合

チャージ額内訳（2023年度実績）
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2-2 敬老パス制度の対象者と事業費

総人口に占める制度対象者の割合は

事業費も制度開始時の約

3.0 %  に上昇、22.2% から この後も増加していく見込みです制度開始時の

1.3億円 から上昇を続け、ピーク時（2055年）には

約80 億円となる見込みです

再び増加に転じており、
この先も負担が増え続ける見込み
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2,000円 

現在の70歳以上が現役世代だった
2000年頃の１人あたり負担は

2005年の自己負担導入により
1人あたり負担は一時的に減少

約
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5万円以上のチャージ額が総助成額の、およそ5割を占めています

対象者のおよそ９割が４万円以下のチャージ額となっています

現在の70歳以上が現役だった2000年頃は、敬老パス制度における1人あたり負担は約2,000円でした
市の財政負担が過大となったことを受けて、2005年に自己負担制を導入し、1人あたり負担は一時的に緩和
するも、その後は再び上昇に転じています
2025年には1.5倍の約3,000円、2050年には2倍の約4,000円になりその後も負担額は上昇する見込みです

札幌市では、1975 年から高齢者を敬愛するとともに、外出を支援し、明るく豊かな老後の生活の充実
を図ることを目的として、市内在住の70歳以上の市民を対象に、敬老パスを交付しており、現在も継続
しています

※四捨五入をしているため、
合計は100%になりません
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1人あたり負担（20歳以上）

2-4 敬老パス制度は当面存続します

市民意見と市民 1人あたりの負担を踏まえ、
敬老パス制度は、一定の見直しを行ったうえで当面存続します

実施時期

見直し1

見直し2

対象年齢を 70 75 歳に引き上げ歳から

4 万円に変更

50自己負担割合を

チャージ上限を

%に引き上げるとともに、

年 月48令和
※令和７年度は現行制度のまま実施します

チャージ額 円10,000 円20,000 円30,000 円40,000 円50,000 円60,000 70,000円
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制度を利用する世代と制度を支える世代、双方のご理解とご協力をお願いします

チャージ額 円10,000 円20,000 円30,000 円40,000 円50,000 円60,000 70,000円

自己負担額 円1,000 円3,000 円6,000 円8,000 円10,000 円13,500 円17,000
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2-5 経過措置を実施します

今回の見直しにより、
現在70歳以上の方が現役だった
2000年頃の負担

2,000 円台に抑制
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昭和31年（1956年）４月１日以前に生まれた方
ただし令和 8年度の見直し時点で既に敬老パスの交付を受けている方に限ります

お持ちの敬老パスは、そのままお使いいただけます
（返却を求めることはございません）

自己負担割合の引き上げとチャージ上限額の引き下げを
段階的に実施します
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5年後を目途に、社会情勢や事業費負担等の検証を行います

今回の見直しを行うことによって、市民 1 人あたりの負担を現在 70 歳以上の方が現役だった
2000 年頃の負担と同水準の 2000 円台に抑制することが可能です

2-6 見直し後の 20 歳以上の市民 1 人あたりの負担




